
H060-P007 時間：5月 28日  17:15-18:45

わが国の浅層地下水・河川水の酸素 18 値に関する空間分布

Spatial distribution of oxygen-18 in shallow groundwater and river water in Japan
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天然水の環境同位体に関するデータベース（千葉大学環境リモートセンシング研究センター・データベース研
究部門）を用いて、次の 3 つを目的とした解析をおこなった。1 つはわが国の天然水の“一般的な”同位体的特
徴を明らかにすることであり、2 つめは同位体的特徴を気象学的・地理学的パラメータより算出するための予測
式を統計学的に求めること、そして 3 つめは天然水のデルタ値を決定する主な物理過程を明らかにすることであ
る。相関行列や重回帰分析を用いた解析の結果、浅層地下水、河川水のデルタ値はその地域の緯度と風速を変数
とする関数で表すことができた。この式の中の有力な変数である緯度は、位置を表す指標であり、これは何かの
物理パラメータの代わりに表れたように思える。デルタ値と地理学的・気象学的パラメータとの単相関解析結果
は、デルタ値の決定には温度効果が支配的であることを示唆している。また、d 値に関する予測式は日照時間の
関数となった。GIS を用いて日照時間の空間変化を表すと、それは“冬季にもたらされる降水量”の空間変化と
よく似かよっている。我が国では冬季には夏季よりも d値が高い降雨がもたらされるが、このことを考えると、“日
照時間”というパラメータには、その地域にもたらされる降雨の性質という意味が含まれていると考えられる。


